
み
な
み
し
ん

ぼ

き
た

石
川
・
南
新
保
北
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
南
新
保
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
六
月
１
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
庄
田
知
充

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡
も
し
く
は
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
終
末
期
―
古
墳
時
代
前
期
、
鎌
倉
時
代
―
室
町

時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、金
沢
市
域
の
北
西
部
を
流
れ
る
浅
野
川
西
岸
の
標
高
約
二

・
七
ｍ

の
扇
状
地
端
部
に
位
置
す
る
。

遺
跡
は
畑
地
お
よ
び
果
樹
園
と

な
っ
て
い
た
現
地
表
の
下
約
二

〇
∽
に
良
好
な
状
態
で
残

っ
て

い
た
。
調
査
面
積
は
六
五
〇
ポ
。

遺
跡
周
辺
は
地
形
上
、
近
年

沢

ま
で
自
噴
湧
水
に
恵
ま
れ
て
お

金

り
、
周
辺
に
は
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て

の
遺
跡
が
数
多
く
立
地
す
る
。
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代

前
期
の
溝

・
土
坑

・
柱
穴
と
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

（
三
二
世
紀
末
―
一
四

世
紀
）
の
溝

・
井
戸

・
柱
穴
群
を
検
出
し
た
。
南
新
保
は
中
世
に
お
い
て
加
賀

国
石
川
郡
倉
月
庄
内
に
あ
り
、
倉
月
庄
に
関
す
る
記
述
は

一
三
世
紀
か
ら
文
献

史
料
に
散
見
さ
れ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
そ
の
荘
域
内
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、

検
出
し
た
遺
構
は
こ
の
荘
園
に
関
連
す
る
集
落
か
居
館
の
施
設
で
あ
ろ
う
。

調
査
区
南
東
隅
で
検
出
し
た
中
世
の
溝
は
、
直
線
的
に
南
西
か
ら
北
東
に
流

れ
、
幅
約
三
ｍ
深
さ
約
三
二
伽
を
測
る
。
溝
の
東
岸
に
は
柵
列
と
思
わ
れ
る
ピ

ッ
ト
群
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
溝
の
東
側
約
三
ｍ
に
は
、
平
行
す
る
同
規
模
の

溝
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
調
査
区
の
南
西
部
で
は
、
中
世
の
井
戸
四
基
を
検
出

し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
基
の
井
戸
で
は
、
井
戸
枠
と
し
て
板
材
を
曲
げ
樺
皮
で

縫
い
と
め
た
木
製
曲
物
を
使
用
し
て
い
た
。木
簡
は
井
戸
の
一
基
か
ら
出
土
し
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
、
調
査
区
の
南
側
に
位
置
し
、
長
径
約

一
。
二
ｍ

短
径
約

一
ｍ
深
さ
約

一
・
五
ｍ
の
楕
円
形
掘
形
を
も
つ
。
直
径
約
五
人
伽
高
さ

約
五
四
伽
の
曲
物
井
戸
枠
が
遺
存
し
て
い
た
。
本
来
は
同
法
量
の
曲
物
を
縦
に

三
段
積
み
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遺
存
し
て
い
た
の
は
最
下
段
の
み

で
あ
る
。
井
戸
内
の
共
伴
遺
物
は
細
片
で
量
的
に
も
少
な
く
、
直
接
的
に
時
期

決
定
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
周
辺
の
遺
構
や
、
調
査
区
西
側
で
検

出
し
た
曲
物
井
戸
枠
を
も
つ
井
戸
で
は
、　
三
二
世
紀
末
か
ら

一
四
世
紀
の
土
師

器
皿
や
珠
洲
焼
悟
鉢
、
古
瀬
戸
、
龍
泉
窯
系
青
磁
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
木

簡
が
出
土
し
た
井
戸
も
、
こ
れ
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。



2002年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
の
こ
る
せ
に
五
貫
六
百
文

あ
き
な

へ
の
せ
に
な
り

。
「
リ
セ
ニ
ノ
コ
ト
七
貫
七
百
文

ハ
カ
ヘ
十
月

一
日

ヲ
ハ
ラ
ノ
ケ
ヲ
サ
フ
ラ
ヲ
タ
イ
フ
　
　
　
　
　
」
Ｐ
∞
］
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

柾
目
材
で
、
上
端
は
表
か
ら
キ
リ

。
オ
リ
、
さ
ら
に
表
か
ら
上
端
部
分
の
角

を
落
と
し
て
お
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
裏
面
は
、
上
部
か
ら
わ
ず
か
に

刃
物
を
入
れ
て
割
り
、
面
調
整
を
施
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
木
簡
の

製
作
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
技
法
が
想
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
定
の
厚

さ
の
短
冊
を
用
意
し
、
次
に
表
裏
両
面
を
調
整
し
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
後
に
、

上
部
か
ら
刃
物
を
わ
ず
か
に
入
れ
て
割
り
裂
い
て
、
二
つ
の
木
簡
を
作
り
出
す

と
い
う
方
法
で
あ
る
。

釈
読
で
問
題
と
な
る
字
体
は
、
表
で
は

「
る
」
、
裏
で
は

「
コ
」
と

「
ヲ
」

で
あ
る
。
「
る
」
は

「な
」
（奈
）
に
類
似
し
て
い
る
が
、
左
行
の

「な
」
と
は

異
な
り
、
や
は
り

「
る
」
（累
）
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
裏
の

「
コ
」
は

「己
」
に
も
と
づ
く
片
仮
名
、
「
フ
」
（乎
）
は

「
ウ
」
（宇
）
の
字
形
に
類
似
し

て
い
る
が
、
≡ゝ
」
で
は

「
ヲ
」
と
み
て
お
き
た
い
。ま
た
、裏
の

「セ
」
は
オ
モ
テ

の
平
仮
名
の

「
せ
」
と
同
じ
字
体
で
あ
る
。
な
お
、
表
裏
両
面
に
み
え
る

「貫
」

「百
」
「文
」
な
ど
の
字
体
か
ら
判
断
し
て
、
表
裏
は
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
。

内
容
的
に
は
、
商
売

答あ
き
な
ひ
。
「あ
き
な
企
）
の
銭
の
出
納
に
関
わ
る

付
札
木
簡
と
解
釈
で
き
よ
う
。
表
は
残
金
五
貫
六
百
文
に
付
し
た
付
札
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。　
一
方
、
裏
は
利
銭
七
貫
七
百
文
を
何
か
に
替
え
た
こ

と
を
付
記
し
、
十
月

一
日
の
日
付
と
出
納
責
任
者
と
考
え
ら
れ
る

「
ヲ
ハ
ラ
ノ

ケ
ヲ
サ
フ
ラ
フ
タ
イ
フ
」
０
一郎
大
夫
）
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

残
金
の
付
札
の
裏
面
に
、
利
銭
の
取
り
扱
い
を
付
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
形
状
と
字
体
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
丁
寧
に
調
整
さ
れ
た
表

に
残
金
納
入
の
付
札
と
し
て
平
仮
名
で
記
し
、
ワ
リ
の
ま
ま
の
裏
に
利
銭
の
処

理
を
申
告
す
る
内
容
を
片
仮
名
で
記
載
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
世
社
会
に
お

い
て
、　
一
般
的
に
片
仮
名
は
口
頭
の
世
界
を
表
記
す
る
機
能
を
有
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
本
木
簡
の
場
合
も
、
裏
の
片
仮
名
で
記
し
た
申
告
部
分
は
口
頭
で

一一
日
Ｈ
ＩＩ
ＩＩＩ
悧
日
―
＼
―
‐――
ｌｌｌ
旧
ｍ
‐――
朋
川
―――
日
円
ｌｋｌ
ｌｌｌ
脚
Ｍ
ＩＩ
Ｊ

繰
原
偽
――

呻



伝
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、
本
木
簡
の
具
体
的
動

き
は
本
遺
跡
の
性
格
と
と
も
に
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。

な
お
、
本
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
井
原
今
朝

男
氏

・
高
橋

一
樹
氏
、
石
川
県
立
図
書
館
史
料
編
さ
ん
室
の
瀬
戸
薫
氏

・
木
越

祐
馨
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（１
１
７
庄
田
知
充
、
８
平
川
　
南

〈国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
し

文
化
財
写
真
に
携
わ
る
人
の
必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

『埋
文
写
真
研
究
』

一
四
号埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
康

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録

　

「今
な
ぜ
銀
塩
か
？
」
　
　
　
　
編
集
委
員
会

白
黒
多
階
調
印
画
紙
で
の
再
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
本
　
昭

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
か
ら
の
ネ
ガ
出
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
内
公

一

Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
た
め
の
図
面
原
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
康
弘

新
品
ス
ト
ロ
ボ
の
発
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村

一
郎他

在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価
　
一
―
四
号
　
口印
切
れ
　
　
五
１
人
号
　
一二
五
〇
〇
円

九
号
　
一二
〇
〇
〇
円
　
　
一
〇
―

一
四
号
　
一二
五
〇
〇
円

送
料
　
一
冊
―
四
冊
ま
で
　
五
〇
〇
円

五
冊
―

一
〇
冊
ま
で
　
一
〇
〇
〇
円
　
　
一
一
冊
以
上
　
無
料

ご
注
文
は
、
当
研
究
会
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
送
金
は
、
郵
便
振
替
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

宛
先
　
一Ｔ
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所
気
付
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
人

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　
〇

一
〇
五
〇
十
九
十
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
宛




